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氷川神社総本社である武蔵一宮氷川神社(さいたま市)

1
月
20
日(

日)

に
氷
川
神
社
一
行
に
て
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
正

式
参
拝
と
小
江
戸
川
越
七
福
神
巡
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

七
福
神
巡
り
は
当
神
社
に
お
い
て
40
年
以
上
継
続
し
て
き
た

伝
統
行
事
で
す
が
、
近
年
は
先
代
宮
司
の
体
調
不
良
も
あ
り
、
氏

子
青
年
会
が
主
体
的
に
企
画
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、

当
神
社
は
宮
司
も
代
替
わ
り
し
て
、
陣
容
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
年
か
ら
再
び
神
社
が
主
体
的
に
企
画
、
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
再
出
発
」
と
い
う
区
切
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
従
来
の
七
福
神
巡
り
に
加
え
て
、
氷
川
神

社
の
総
本
社
で
あ
る
「
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
」
を
訪
れ
、
正
式
参

拝
を
盛
り
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
秋
か
ら
企
画
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
に

約
70
名
の
方
々
に
御
参
加
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
武
蔵
一
宮
氷
川

神
社
様
か
ら
も
正
式
参
拝
の
依
頼
を
快
諾
戴
き
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
型
バ
ス
２
台
で
高
円
寺
を
出
発
し

て
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
到
着
し
ま
し
た
。
正
式
参
拝
を
無
事

に
終
え
た
後
は
、
権
宮
司
の
東
角
井
真
臣
様
の
御
講
和
も
頂
戴
す

る
と
い
う
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
武
蔵

一
宮
氷
川
神
社
を
出
発
し
て
、
川
越
市
に
移
動
し
て
七
福
神
巡
り

を
開
始
し
ま
し
た
。
長
距
離
を
徒
歩
に
て
移
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
蔵
の
街
や
菓
子
屋
横
丁
を
散
策
し
て
、
そ
の
後
「
い

も
膳
」
に
て
川
越
名
物
の
さ
つ
ま
い
も
料
理
を
楽
し
み
つ
つ
、
皆

で
楽
し
く
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
大
き
な
事
故
な
く
、

時
間
通
り
に
高
円
寺
に
帰
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
な
行

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
行
事
に
関
わ
っ
て
戴
い

た
す
べ
て
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
正
式
参
拝
と
七
福
神
巡
り
を
終
え
て
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武蔵一宮氷川神社 ３つのこと

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

正
式
参
拝

日
曜
の
早
朝
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

で
道
路
の
混
雑
も
な
く
、
時
間
通
り
に

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
後
は
、
手
水
舎
で
お
清
め
を
し
て

か
ら
祈
祷
殿
に
御
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
午
前
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
参
拝
者
で
境

内
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
5
年

程
前
に
新
築
さ
れ
た
と
い
う
祈
祷
殿
に

て
正
式
参
拝
に
臨
み
ま
し
た
。
静
け
さ

と
厳
か
で
空
気
が
凛
と
し
た
雰
囲
気
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

権宮司の東角井真臣様

講
話
中
の
様
子

1号車の皆様

①武蔵国の一宮であること
②祭祀の際に天皇の勅使が派遣されること(勅祭社)
③参道の長さが日本一であること(２キロ)

～
東
角
井
真
臣
様

御
講
話
～

正
式
参
拝
を
終
え
た
後
は
、
社
務
所

の
大
ホ
ー
ル
に
御
案
内
さ
れ
、
権
宮
司

の
東
角
井
真
臣
様
か
ら
御
講
話
を
戴
き

ま
し
た
。
東
角
井
権
宮
司
様
か
ら
は
武

蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
つ
い
て
覚
え
て
ほ

し
い
「
３
つ
の
こ
と
」
を
端
的
に
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
て
戴
き
ま
し
た
。
ま

た
禰
宜
の
馬
場
様
か
ら
は
「
定
期
的
に

正
式
参
拝
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
声

を
か
け
て
戴
き
ま
し
た
。
馬
場
禰
宜
様
、

新
納
権
禰
宜
様
に
は
、
正
式
参
拝
依
頼

時
か
ら
当
日
の
段
取
り
ま
で
本
当
に
細

や
か
な
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
神
社
の
大

事
な
定
期
行
事
と
し
て
武
蔵
一
宮
氷
川

神
社
正
式
参
拝
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

2号車の皆様
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講
話
終
了
後
、
武
蔵
一
宮

氷
川
神
社
を
後
に
し
、
川
越

に
移
動
し
て
七
福
神
巡
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
す
べ
て
回

る
の
に
徒
歩
に
て
長
距
離
を

歩
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

小
休
憩
も
と
り
つ
つ
、
何
と

か
完
歩
し
ま
し
た
。
晴
天
に

恵
ま
れ
た
の
が
何
よ
り
で
し

た
。

食
事
後
は
、
高
円

寺
に
向
か
い
、
時

間
通
り
に
事
故
な

く
帰
着
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

七
福
神
巡
り
の
後
は
、
い

よ
い
よ
食
事
。
「
い
も
膳
」

に
て
川
越
名
物
の
さ
つ
ま
い

も
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
皆

様
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御挨拶をされる総代責
任役員の渡辺忠司さん

締めの御挨拶をされる
由井営太郎さん(氏子青年会会長)

いも膳での食事の様子

七福神巡りの様子

いも膳

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
神
社
主
催

で
の
七
福
神
巡
り
で
し
た
の
で
準

備
や
運
営
面
で
行
き
届
か
な
い
点

が
多
々
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
反

省
材
料
と
し
て
次
回
以
降
き
ち
ん

と
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
で

も
気
軽
に
神
社
へ
お
越
し
戴
け
る

環
境
づ
く
り
を
地
道
に
確
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
総
代
責
任
役
員
の
大
河
原

和
雄
さ
ん
か
ら
は
御
祝
金
を
戴
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
す
べ
て
の
関
係
者
に
も
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

締めの御挨拶をされる
氏子青年会会長の由井営太郎さん
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佐山朝子さん
(高南宝扇会会長)

参
加
者
か
ら
の
声

(上)切木の様子
(右)ライトアップされた気象神社

渡辺忠司さん
(総代会責任役員)

由井営太郎さん
(氏子青年会会長)

野口英次さん
(ENJ不動産)

約280社ある氷川神社の総本社の武蔵一宮氷川神社正式
参拝と七福神巡りに参加させて戴きました。正式参拝終
了後、社務所ホールで権宮司の東角井真臣氏の御講話と
お茶を頂戴しました。勅祭社であるこの神社は、玉砂利
を敷き詰めた境内、真っ直ぐな2キロの参道、朱色の3つ
の鳥居があり大変厳かで立派でした。
正式参拝という普段できない体験をさせて戴き、改め

て氷川神社の素晴らしさを再確認しました。来年も楽し
みです。喜多院の揚げたての「さつまいも」がとてもお
いしかったです。これからも関係者の皆で新宮司の松井
さんを支援していければと思います。今後ともよろしく
お願いいたします

氷川神社の七福神巡りは、先代の山本宮司が昭和40年
代に始められ、昨年に亡くなられる直前まで続いており
ました。一度も同じ場所へ行かないというのが山本宮司
の自慢でした。武蔵一宮氷川神社への参拝も先々代宮司
がお元気だった頃は毎年のように参拝しておりました。
今回は神社も新体制となり松井宮司が高円寺氷川神社の
宮司として正式参拝されたことは意義があり、我々氏子
としても大変喜ばしいことでした。
氏子青年会はお手伝いとして案内や警備などのお世話
をさせて戴きました。一緒に参拝や食事をするうちに皆
さんとの交流も深まり氏子青年会への理解も深めて戴き
ました。我々の知らない七福神はまだまだたくさんあり
ます。これからも氷川神社の行事として続けられるよう
にお願い申し上げます。氏子青年会も喜んでお手伝いさ
せて戴きます。

氷
川
神
社
の
匠
～
其
の
四
～

昨
年
9
月
よ
り
開
始
し
た
毎
日
の
境
内
清
掃
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加

え
て
境
内
各
所
や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行

し
て
開
始
し
ま
し
た
。
金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し
た
も
の
を
丁
寧
に
手

作
業
で
修
復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
ま
た
新

た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
神
輿
庫
裏
の
切
木
」
「
気

象
神
社
社
殿
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
で
す
。
神
輿
庫
の

裏
は
保
育
園
の
敷
地
と
な
っ
て
ま
す
が
、
木
が
成
長

し
て
保
育
園
の
敷
地
ま
で
伸
び
て
ま
し
た
。
保
育
園

と
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
是
非
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
丁
寧
に
切
木
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
園
児
達
も
安
全
に
園
庭
で
遊
べ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
気
象
神
社
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に

ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
戴
き

ま
し
た
。
冬
場
は
暗
く
な

る
の
が
早
く
夕
方
に
参
拝

に
訪
れ
る
方
か
ら
も
好
評

の
声
を
戴
き
ま
し
た
。

「新しい皮袋には新しい感覚で」－ 今回の七福神巡
りは、まさにこの言葉を感じました。大宮氷川神社本宮
の正式参拝は初めて経験された方々も素晴らしい感動を
受けられたと思います。小江戸と呼ばれた川越の七福神
も天候に恵まれ、歩いて廻っても疲れを感じず旧市街の
蔵造りが大変よかったと思います。又「いも膳」での懇
親会も大変盛り上がり、氏子の老若の方々も楽しまれた
事と存じます。
何はともあれ準備をして下さった由井会長を始め氏子
青年会の皆様、そして神社の新宮司の松井さんと禰宜の
紺谷さん、大変ご苦労様でした。来年にも繋がる新企画
を今後とも宜しくお願いします。最後になりましたがご
参加戴いた皆様に大変感謝申し上げ今後のご支援を戴き
ます様宜しくお願い申し上げます。

武蔵一宮氷川神社正式参拝は素晴らしい体験で、感銘
と感動と勇気を戴きました。有難う御座いました。広々
とした境内は、日本の歴史と伝統を拝見、感じることが
でき、又来たい、今度は時間をかけて身体全体で楽しみ
たいと思います。
川越七福神巡り、川越の保存された街並みと観光客の
多さは素晴らしいものでした。又、七福神の御加護を受
けましたので、今年も頑張ることができそうです。
高円寺氷川神社は「ちょっと行ってみよう」－この思
いを受け入れてくれます。ここが私は大好きです。今後
とも宜しくお願い申し上げます。

武蔵一宮氷川神社正式参拝や七福神巡りでの皆
様の様子は神社ホームページ内にも掲載してま
すので、ご覧ください。社報より多くの写真を
見ることができます。
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晴天祈願祭の様子

気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ

わ
る
様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回

は
毎
年
一
月
に
晴
天
祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

月
11
日(

金)

に
㈱
横
浜D

eN
A

ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
が
晴
天
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
か
ら
毎
年
１
月
に
お
越
し
戴
い

て
お
り
、
晴
天
祈
願
の
祭
事
を
斎
行
さ
せ
て
戴

い
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
野
球
球
団
を
運
営
す
る
同
社
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
「
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
す
が
、

屋
外
ス
タ
ジ
ア
ム
の
た
め
、
試
合
消
化
や
集
客

は
天
気
に
左
右
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

球
団
側
の
熱
心
な
営
業
努
力
が
あ
り
、
集
客
は

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、

試
合
の
日
程
消
化
も
順
調
に
進
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

今
年
は
三
原
一
晃
専
務
取
締
役
球
団
代
表
以

下
10
名
の
役
職
員
の
方
々
が
お
越
し
に
な
り
、

今
年
一
年
通
じ
て
晴
天
と
な
る
よ
う
に
ご
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
２
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
春
季

キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
怪
我

無
く
、
ス
タ
ッ
フ
や
職
員
の
皆
様
が
健
康
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
れ
ば
、

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
で
青
く
染
め
ら
れ
た
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
と
雲
一
つ
な
い
青
い
空
と
が
一

体
化
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
氏
子
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム
に
応
援
に
行
く
企
画
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
年
納
者
芳
名

村
田
光
紘

高
円
寺
交
通
㈱

浅
井
和
子

湊
屋
酒
店

㈱
小
林
米
店

㈱
ガ
ッ
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

雨
宮
豊
子

㈲
小
町
酒
店

菅
野
信
子

佐
治
珠
美

佐
藤
順
子

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

㈱
装
飾
フ
ジ
シ
マ

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク
整
体
院

加
助

小
澤
裕
子

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
高
円
寺
駅

㈱
小
さ
な
不
動
産
屋

㈱
ペ
ン
ギ
ン

㈱
宮
本
卯
之
助
商
店

N
TT

東
日
本
南
関
東
東
京
北
支
店

順
不
同
・
敬
称
略

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

㈱横浜DeNAベイスターズ

㈱日刊スポーツ新聞社

1

月
17
日(

木)

に
㈱
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
が
晴
天
祈

願
・
祭
事
成
功
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
毎
年
１
月
に
お
越
し
戴
い
て
お
り
、
晴

天
祈
願
の
祭
事
を
斎
行
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
池
田
都
史
彦
専
務
取
締
役
以
下
９
名
の
役
職
員
の

方
々
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

同
社
は
東
京
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
神
宮
外
苑

花
火
大
会
」
の
主
催
者
で
す
が
、
二
〇
〇
三
年
に
雨
天
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
気
象
神
社

の
事
を
知
り
、
既
述
の
よ
う
に
二
〇
〇
四
年
に
初
め
て
お
越

し
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
来
、
花
火
大
会
が
雨
天

中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

近
年
は
東
京
の
夏
も
天
気
が
不
安
定
で
す
が
、
今
年
も

「
神
宮
外
苑
花
火
大
会
」
の
開
催
日
が
晴
天
と
な
り
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
訪
れ
る
方
々
を
元
気
づ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

今
年
は
氏
子
の
皆
様
と
一
緒
に
「
神
宮
外
苑
花
火
大
会
」

に
出
か
け
る
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

横浜DeNAベイスターズ
の皆様

日刊スポーツ新聞社
の皆様

最
近
は
企
業
様
か
ら
の

祈
祷
依
頼
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
晴
天
祈
願
を
は
じ

め
と
す
る
気
象
に
関
す
る

各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
七
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を
組

み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
七
話
は
氷
川
神
社
総
代(

高
円
寺
北
庚
申

文
化
会
会
長)
を
務
め
て
戴
い
て
い
る
浅
井
俊

昭
さ
ん
で
す
。「

祭
り
ば
か
」

浅
井

俊
昭

あ
さ
い

と
し
あ
き

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会
の
浅
井
と
申
し
ま

す
。
昨
年
の
五
月
よ
り
町
会
長
の
職
を
前
会

長
の
亀
田
氏
よ
り
引
き
継
ぎ
ま
し
て
、
よ
う

や
く
町
会
の
仕
事
も
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き

て
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
八
年
七
月
二
十
九
日
生
ま
れ

で
、
七
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
は

旧
四
谷
片
町
で
近
衛
連
隊
「
現
防
衛
省
」
の

近
く
で
す
。

高
円
寺
に
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
現
在
の

場
所
に
住
み
、
杉
並
第
四
小
学
校
、
高
円
寺

中
学
、
東
中
野
の
商
業
高
校
を
卒
業
し
て
父

の
商
売
に
つ
き
ま
し
た
。

我
が
家
の
前
は
現
在
は
駐
輪
場
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
初
め
は
映
画
館
で
洋
画
で
し

た
が
、
後
に
子
供
達
に
は
目
の
毒
な(

日
活
ロ

マ
ン
ポ
ル
ノ)

映
画
館
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
区
で
買
い
取
り
、
環
境
も
よ
く
な
り
ま

し
た
。

子
供
の
頃
は
氷
川
神
社
は
元
よ
り
馬
橋
稲

荷
神
社
、
阿
佐
谷
天
祖
神
社(

現
在
の
神
明

宮)

や
和
田
堀
公
園
な
ど
で
虫
取
り
、
ザ
リ
ガ

ニ
取
り
、
椎
の
実
拾
い
な
ど
を
し
て
遊
ん
で

お
り
ま
し
た
。

子
供
の
頃
よ
り
祭
り
が
好
き
で
、
氷
川
神

社
の
祭
り
に
は
毎
年
の
よ
う
に
遊
び
に
行
き

境
内
の
縁
日
で
は
銭
亀
取
り
、
雷
魚
釣
り
な

ど
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

氏名 ： 浅井俊昭 (アサイトシアキ)
生年月日： 昭和18年7月29日
出身地 ： 四谷片町
血液型 ： O型
趣味 ： 祭り、スキー、釣り
特技 ： 特になし
座右の銘： 努力
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社・庚申塔

自己紹介

高
円
寺
北
庚
申
会
会
長

祭りでの浅井さん

父
が
昭
和
五
十
六
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
子
供
の
頃
よ
り
好
き
だ
っ

た
祭
り
に
目
覚
め
、
町
内
の
関
根
さ
ん
、

篠
崎
さ
ん
と
三
人
で
庚
申
会
と
い
う
同

好
会
を
立
ち
上
げ
て
各
地
の
祭
り
に
出

向
い
て
ま
す
。
今
で
も
年
に
三
十
数
か

所(

浅
草
三
社
祭
、
下
谷
神
社
、
湯
島
天

神
、
神
田
明
神
等
々)

の
祭
り
に
町
会
の

若
者
や
同
好
会
の
人
達
と
参
加
し
て
ま

す
。
祭
り
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
、
は

や
三
十
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

仕
事
も
父
の
跡
を
引
き
継
ぎ
、
時
計

販
売
、
修
理
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
突
発
性
難
聴
に
な
り
ま
し
た
が
、

健
康
に
気
を
使
い
な
が
ら
、
の
ん
び
り

と
、
祭
り
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て

い
け
れ
ば
幸
せ
と
思
い
ま
す
。

波
除
稲
荷
神
社
大
祭
に
て

一
番
左
が
浅
井
さ
ん
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
八
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を
組

み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
八
話
は
氷
川
神
社
総
代(

高
円
寺
南
中
央

町
会
会
長)
を
務
め
て
戴
い
て
い
る
渡
辺
孝
司

さ
ん
で
す
。「

高
円
寺
育
ち
」

渡
辺

孝
司

わ
た
な
べ

た
か
し

高
円
寺
南
中
央
町
会
の
町
会
長
の
渡
辺
と

申
し
ま
す
。
町
内
に
は
宿
凰
山
の
高
円
寺
、

高
円
寺
消
防
署
、
高
円
寺
中
央
公
園
な
ど
が

あ
り
、
旧
高
円
寺
五
丁
目
が
区
域
で
す
。

私
は
昭
和
12
年
2
月
15
日
に
高
円
寺
山
門

前
の
家
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
家
の
前
に

高
円
寺
消
防
署(

現
在
は
交
番)

が
あ
り
、
裏

は
桃
園
川
で
し
た
。
戦
時
中
に
家
は
強
制
執

行
で
な
く
な
り
、
南
二
丁
目
に
引
っ
越
し
ま

し
た
が
、
新
し
い
家
は
昭
和
20
年
4
月
25
日

の
空
襲
で
高
円
寺
駅
周
辺
よ
り
自
宅
の
隣
ま

で
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
の
疎
開

よ
り
帰
り
、
杉
八
小
に
再
入
学
し
、
昭
和
24

年
に
卒
業
、
中
学
高
校
は
新
宿
の
成
城
学
校

で
学
び
そ
の
後
、
攻
玉
社
短
大

土
木
科
を
卒
業
し
、
父
が
元
の

場
所
で
や
っ
て
い
た
渡
辺
建
設

に
入
社
し
ま
し
た
。

父
が
町
会
長
な
ど
を
し
て
い

た
関
係
で
町
会
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
田
村
壮
輔
前

町
会
長
が
25
年
間
務
め
、
亡
く

な
ら
れ
た
た
め
、
会
長
代
行
後
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
の
頃
は
高
円
寺
境
内
、

氷
川
神
社
石
階
段
、
桃
園
川
な

ど
で
よ
く
遊
び
育
ち
ま
し
た
。

戦
後
に
、
杉
八
小
に
野
球
部
が

で
き
て
、
清
水
さ
ん
、
平
栗
さ

ん(

杉
八
小
先
輩)

の
指
導
を
受
け

て
、
そ
の
後
、
中
学
、
高
校
ま

で
ず
っ
と
野
球
漬
け
の
生
活
で

し
た
。

氏名 ： 渡辺孝司 (ワタナベタカシ)
生年月日： 昭和12年2月15日
出身地 ： 杉並区高円寺南四丁目
血液型 ： A型
趣味 ： 城巡り(最近は行ってません)・野球
特技 ： 特になし
座右の銘： 特になし
高円寺お薦めスポット

： 桃園川緑道

自己紹介

渡
辺
建
設
㈱
副
会
長

～神社より～
今月は浅井さんと渡辺さんを紹介さ
せて戴きました。お二人には神社の総
代を務めて戴いており、日頃から大変
お世話になっております。しかし今回
の原稿を拝見させて戴き、お二人につ
いて新たなことが知ることができて、
とても有難かったです。浅井さんとい
えば「お祭り男」、渡辺さんは「野球
大好き」という新たな側面を知ること
ができました。これからも一人でも多
く紹介していきたいのでご協力をお願
い申し上げます。

北
一
丁
目
の
大
河
原
章
雄
さ
ん

(

氷
川
神
社
総
代
会
責
任
役
員)

は

中
学
、
高
校
で
一
年
先
輩
で
す
。

町
内
の
三
上
英
子
さ
ん
は
長
い
間
、

氷
川
神
社
の
総
代
会
責
任
役
員
を

し
て
戴
き
ま
し
た
。
現
在
、
氷
川

神
社
総
代
会
責
任
役
員
の
渡
辺
忠

司
は
実
兄
で
す
。
毎
年
祭
礼
役
員

会
の
時
は
町
会
役
員
と
し
て
出
席

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
松
井

宮
司
さ
ん
よ
り
町
会
総
代
に
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
神
社
と
町
会

の
絆
が
深
ま
る
よ
う
に
、
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
若
い
人
た
ち
に
町
会
、

地
域
、
神
社
な
ど
の
行
事
に
大
い

に
関
わ
っ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南中央町会・商店会新年会にて

千葉県銚子市の
屏風ヶ浦にて

ど
ん
ど
焼
き
の
着
火

(

杉
八
小
に
て)
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ひ
か
わ
１
５
５
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
1
月
は
新
年
の
清
祓

い
、
厄
祓
い
、
晴
天
祈
願
な
ど

連
日
祭
事
が
続
き
、
そ
し
て
新

年
会
、
七
福
神
巡
り
の
準
備
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
感

じ
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
会
合
に

参
加
し
て
神
社
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
一
つ
で
も
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
べ
く
日
々
考

え
て
汗
を
か
い
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

編
集
後
記

立
派
な
鳥
居

昨
年
9
月
に
ハ
ワ
イ
オ
ア
フ
島
を
訪
問
し
、

在
オ
ア
フ
島
の
神
社
を
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

毎
月
１
社
ず
つ
訪
問
記
を
報
告
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
最
終
回
は
「
ハ
ワ
イ
出
雲
大
社
」
で

す
。

ハ
ワ
イ
神
社
参
拝
⑤

ハワイ出雲大社も他神社同様、苦難と努力の背景を背負っています。
1906年、初代宮司の宮王勝良さんが広島県からハワイに移住し、布
教を始めましたが、1941年太平洋戦争により勝良初代宮司の妻と重
丸二代目宮司夫妻は、収容所に強制収容され、神社もホノルル市郡
政府に没収されてしまいます。
終戦後、宮王宮司一家は、収容所から社殿も住宅も無くなったハ
ワイに戻り、倉庫を借りて神社再建にあたりました。その後長い法
廷訴訟後、ようやく1962年にホノルル市郡政府より返却されました。

1968年に改築修理がなされて、再奉納されたそうです。2006年には
鎮座百周年を迎え、百周年記念祭が盛大に斎行されました。2016年
には鎮座110周年記念大祭、記念祝宴が斎行されました。

ハワイ出雲大社

◆
氷
川
町
会
・
南
商
店
会
合
同
新
年
会

会場の
west53rd 
日本閣

会場の中野サンプラザ

藤崎明さん
(氷川町会会長)

宮
司
の
天
野
大
也
様
と
も
面
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
神

社
の
先
代
宮
司
と
も
面
識
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
色
々
な
思
い
出
話
を

聞
か
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
日
本
人
も
多

く
参
拝
さ
れ
て
お
り
、
御
多
忙
に

も
関
わ
ら
ず
、
ご
丁
寧
に
ご
対
応

戴
き
ま
し
た
。
今
年
は
正
式
参
拝

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

◆
北
中
央
自
治
会
新
年
会

◆
パ
ル
商
店
街
・
パ
ル
商
盛
会
合
同
新
年
会

山岸正博さん
(北中央自治会会長)

会場の
まちの
駅

布澤好子さん
(パル商盛会会長)

日時：平成31年3月3日(日)
12：00～14：00
※食材なくなり次第終了

場所：高円寺氷川神社境内
料金：大人100円

(高校生以下無料)
お餅と豚汁セット

氏
子
の
皆
様
と
よ
り
一
層
関
係
を
深
め
る

た
め
、
そ
し
て
顔
を
覚
え
て
戴
く
た
め
に
、

各
町
会
や
各
商
店
会
の
新
年
会
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
た
。
予
定
の
都
合
が
つ
く
限
り
、

参
加
し
ま
し
た
が
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
新

年
会
も
あ
っ
た
の
で
、
必
ず
他
の
行
事
で
参

加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
普
段
は
町
会

と
の
接
点
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は
商
店

会
の
方
々
と
も
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
神
社
の
活
動
を
知
っ
て
戴
き
、
気
軽
に

神
社
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

話
し
ま
し
た
。
来
月
は
「
高
南
宝
扇
会
」

「
緑
ヶ
丘
町
会
」
「
南
中
央
町
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。

🌸

お
知
ら
せ

🌸

3
月
3
日
に

毎
年
恒
例
の
氏
子

青
年
会
主
催
の

「
雛
祭
り
餅
つ
き

大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
は

豚
汁
も
振
舞
わ
れ

ま
す
の
で
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。


